
 

 25

６．貧酸素水塊 

（１）有明海 
農林水産省（農村振興局・水産庁）と環境省が連携して実施した広域連続観測の結果、有

明海の貧酸素水塊は、湾奥西部の干潟縁辺域と諫早湾内において、小潮から中潮期を中心に

別々に発生することが判明した（図 3.6.1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.6.1  貧酸素水塊調査結果：2005 年 8 月 16 日午前 5時 

 

有明海湾奥部の干潟縁辺域において、成層期（夏季）の小潮時に流速が低下して海水の移

動・混合が減少すると、躍層の上で赤潮が発達するとともに、躍層の下では貧酸素状態が生

じる（別添資料 19）。赤潮が終息して大量の有機物が底質に供給されて還元状態が進行し、

底泥・底層水の酸素消費により急速に貧酸素化する。さらに、底生生物の斃死により底質悪

化と貧酸素化が進行し、底層水は無酸素状態となる。沖合域（水深 10ｍ以深）においては、

潮汐の影響は浅海域ほど大きくなく、夏季に成層が形成されると底泥・底層水の酸素消費に

より徐々に貧酸素化し、台風等の攪乱が起きるまで貧酸素化が持続する。沖合域では浅海域

に遅れて貧酸素化が起こり（図 3.6.2）、小潮時に浅海域で形成された貧酸素水塊が潮汐によ

り干潟域及び沖合域へ移流・拡散しているものと推察される。有明海湾奥部における貧酸素

水塊発生の模式図を図 3.6.3 に示す。 
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